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の
さ

　
私
た
ち
が
生
活
を
営
む
毎
日
は
、

た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
る
。
家
庭
で

の
問
題
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
直
面
し

な
が
ら
も
、
人
間
は
そ
の
日
と
い
う

も
の
を
な
に
ご
と
も
な
い
か
の
よ
う

に
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
だ

ろ
・
つ
か
。

　
人
間
が
苦
し
い
こ
と
も
つ
ら
い
こ

と
も
あ
り
な
が
ら
、
生
活
を
送
る
そ

の
あ
と
に
は
、
か
な
ら
ず
楽
し
み
や

喜
び
の
訪
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
苦
し
さ

の
中
か
ら
新
鮮
な
自
分
自
身
を
さ
が

し
だ
せ
る
心
の
目
を
養
う
こ
と
が
で

き
た
り
、
あ
す
を
期
待
す
る
小
さ
な

喜
び
を
想
像
し
た
り
す
る
。
そ
の
心

、
　
え

に
さ
・
え
ら
れ
、
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
、
し
き
り
に

私
た
ち
の
あ
と
を
追
っ
て
き
て
は
、

先
を
急
ぐ
人
の
足
を
と
め
、
低
く
た

れ
さ
が
っ
た
空
だ
け
を
見
よ
う
と
す

る
と
き
、
私
は
思
う
。
こ
の
年
も
ま

た
つ
ば
め
が
海
を
渡
っ
て
、
同
じ
土

地
へ
飛
ん
で
き
た
意
味
を
、
ア
ジ
サ

イ
が
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
美
し
く
色
を

変
え
る
意
昧
を
、
人
間
も
苦
し
い
こ

と
や
、
つ
ら
い
こ
と
を
味
わ
う
た
び

に
人
間
ら
し
さ
を
増
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
．

苦
し
い
中
か
ら
努
力
と
い
う
こ
と
ば

を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

清
津
峡
で

　
　
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
ム
冨
主
催
で

去
る
八
月
三
日
午
後
か
ら
、
四
日

の
午
前
に
か
け
で
、
中
里
村
青
年
会

主
催
で
、
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
研
究

会
が
清
津
峡
の
清
津
舘
で
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
趣
旨
は
、
各
地
域
に
分
散

し
て
い
る
農
村
青
少
年
が
弧
立
感
に

陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
仲
間
意
識
を

育
成
し
、
相
互
の
交
換
交
流
に
よ
り

学
習
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
活
発
化

を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
、
と
い
う

も
の
で
、
当
日
は
、
講
師
に
信
濃
川

水
系
、
木
元
一
課
長
さ
ん
、
中
魚
沼

農
業
改
良
普
及
員
さ
ん
、
村
役
場
の

産
業
課
長
さ
ん
な
ど
に
お
願
い
し

て
、
「
新
経
営
者
の
あ
り
方
」
「
地
域
農

業
の
あ
り
方
」
な
ど
を
話
し
あ
い
、

又
役
場
産
業
課
長
さ
ん
か
ら
「
中
里

村
農
業
の
現
状
と
将
来
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

一
泊
二
日
に
お
け
る
研
究
会
を
、
有

意
義
に
過
し
ま
し
た
。

人
間
と
し
て
の
道
理
に
あ
っ
た
道
を

自
ら
さ
が
し
だ
せ
る
こ
と
も
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
友
だ
ち
を
失
っ

た
と
き
に
そ
の
友
だ
ち
の
大
切
さ
に

気
づ
い
た
り
、
怒
り
の
中
か
ら
自
分

の
考
え
る
こ
と
の
尊
さ
も
知
っ
た
り

す
る
。
右
の
手
の
悲
し
み
を
左
の
手

が
受
と
め
、
左
の
手
の
楽
し
み
を
右

の
手
が
歌
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
流

れ
去
っ
た
才
月
の
中
か
ら
生
活
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
思
い
出
し
、
生
き
る

岸
辺
に
つ
な
ぎ
と
め
て
く
れ
る
。

ぷ
の
さ
さ
え
と
い
う
も
の
は
　
　
な

夏
休
み
を
並
削
に

も
の
だ
と
思
う
。
　
（
月
刊
公
民
舘
よ

り
）

「
家
庭
に
お
け
る

　
　
幼
児
の
し
つ
け
」

　
去
る
八
月
七
日
、
中
里
村
児
童
舘

に
お
い
て
、
夏
休
み
を
前
に
し
て
「

幼
児
の
し
つ
け
」
に
つ
い
て
の
講
演

会
が
あ
り
ま
し
た
．
当
日
は
保
育

支
所
長
さ
ん
を
囲
ん
で

　
熱
心
に
研
寛
す
る
農
業
青
年
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
の
講
演
会

所
、
児
童
舘
に
通
っ
て
い
る
児
童
の

父
兄
の
ほ
か
、
近
く
の
方
々
も
参
集

し
て
、
講
師
の
前
所
長
、
斉
藤
大
馨

先
生
の
お
話
を
熱
心
に
聞
き
い
り
ま

し
た
。
　
「
道
路
で
遊
ば
な
い
」
　
「
自

中
里
文
芸

　
　
　
八
月
投
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

草
矢
つ
い
と
一
瞬
と
ま
り
湖
面
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

影
持
ち
て
宵
待
ち
草
の
咲
き
み
だ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

き
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
た
め

て
、
父
兄
の
方
々
か
ら
、
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
事
故
の
お
こ
ら
な
い
よ

転
車
三
輪
車
は
道
路
で
乗
ら
な
し

う
に
し
て
㌧
た
だ
き
た
㌧
な
ど
，
㌧

」
「
家
の
人
に
無
断
で
遊
び
に
ゆ
か
な

ろ
い
ろ
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま

い
」
　
「
川
や
池
の
あ
る
所
で
は
遊
ば

し
た
。

せ
な
い
」
な
ど
、
常
識
で
は
、
解
り

～
～
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～
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去
る
七
月
二
＋
二

　
　
　
　
日
よ
り
、
学
校
開
放

　
で
目
を
利
用
し
て
、
田

る
催
沢
中
学
校
体
育
舘

終
主
で
、
体
育
饗
毒
㎜

臓
醐
鯵
幡
鍬

児
童
舘
で

　
　
　
　
誕
生
日
会

　
中
里
村
児
童
舘
、
保
育
所
で
は
、

来
る
八
月
二
十
五
日
園
児
の
誕
生
日

会
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
毎
月

そ
の
月
に
生
れ
た
、
園
児
を
、
歌
、

　
　
一
　
が
行
な
わ
れ
た
。
こ

ル
リ
　
の
マ
グ
戦
は
、
村

人
形
劇
な
ど
で
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
自
覚
を
も
た
せ

一
一
　
内
各
嚢
所
、
各
地

ボ
タ
　
区
の
青
萎
か
ら
六

一
イ
　
チ
去
が
稀
し
て

レ
ナ

“

￥
　
　
　
　
行
な
わ
れ
八
月
八
日

ノ
　
　
　
　
に
決
勝
戦
を
行
い
、

皆
な
で
祝
福
し
て
や
る
も
の
で
す
。

手
呂
●
．
．
3
一
一
3
＝
。
・
・
非
i
…
．
3
一
一
＝
・
曽
＝
・
ま

人
生
往
来

◎
産
声

リ
ー
グ
戦
の
幕
を
と

氏
名
　
　
父
の
名
　
部
落

じ
た
。

高
橋
正
徳
　
正
　
　
倉
俣

な
お
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

上
原
敦
夫
文
　
一
　
上
　
山

優
勝
　
田
沢
チ
ー
ム

桑原

和
則
恒
太
郎
　
　
東
田
尻

二
位
　
保
熊
チ
ー
ム

滝
沢
直
美
繁
男
　
小
出

三
位
　
定
校
チ
ー
ム

阿
部
浩
之
徳
次
郎
　
　
本
屋
敷

連
想
の
ご
と
き
芙
蓉
の
白
い
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

満
月
を
写
す
川
面
の
涼
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

青
み
ど
ろ
と
ろ
と
ろ
子
等
と
は
な
れ

住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

月
光
に
花
弁
た
か
ぶ
る
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

月
の
み
が
知
る
独
り
言
夕
涼
み

　
　
短
歌

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
美
沙
緒

恵
ま
れ
て
晴
の
技
場
を
思
う
ま
ま
舞

　
う
が
如
く
に
攻
め
打
つ
ま
た
打
つ

気
の
強
さ
時
に
は
欲
っ
す
母
な
れ
ば

　
胸
の
高
鳴
り
時
に
ま
か
せ
て

わ
が
部
屋
に
風
に
の
り
く
る
白
百
合

　
　
　
ひ

　
の
甘
き
香
お
り
つ
か
れ
い
や
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
了

臼
昼
の
残
暑
の
残
る
庭
す
み
で
鈴
虫

　
鳴
き
て
秋
の
声
し
る
　
　
　
　
’

哀
・
悲
し
一
六
五
名
の
生
命
が
一
瞬

　
に
消
え
し
み
ち
の
く
の
空
は

鈴
木
咲
子

羽
鳥
靖
弘

と
　
　
　
モ

離
砂
泉

｛
．
雛
継

勇正宣常
蔵行一松

重
地

本
屋
敷
上
山

高
道
山

正
恵
（
二
七
）
宮
中

ヨ
シ
（
毛
）
十
日
町
市

｛
纏
饗
錨
畿

◎
昇
天氏
名

桑
原
甚
三

藤
田
　
コ
イ

南
雲
サ
ト

年
令

（
七
四
）

（七

一
）

（
七
〇
）
「

髪　宮重部
　中地i落

昭和46年8月15日

　　8月1日現在

と

人　口 7，614（一3）

男 3，775（＋1）

女 3，839（一4）

世帯数 1，721（一2）

カッコ内は前月との比較
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第
一

一
回
臨
時
村
議
会
開
く

　
　
　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
補
正
予
算
千
十
八
万
九
千
円

　
去
る
八
月
九
日
、
午
前
九
時
よ
り

役
場
議
場
に
お
い
て
第
二
回
臨
時
村

議
会
が
、
会
期
一
日
の
日
程
で
開
か

れ
、
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
六
年

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
っ
い
て
、
県
単
本
屋
敷
地
区
圃
場

整
備
．
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
新

潟
県
十
目
町
市
、
川
西
町
伝
染
病
舎

組
合
加
入
に
つ
い
て
、
請
願
審
査
報

告
に
つ
い
て
等
、
慎
重
に
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
、

　
な
お
付
議
事
件
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
、

◎
予
算
関
係

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
に
お

い
て
は
、
地
方
交
付
税
（
普
通
交
付

税
分
）
七
頁
二
十
六
万
三
干
円
、
国

n
H
U
∩
昌
U
n
U
O
《
U
∩
U
一
∩
口
U

季
節
の
か
お

　
　
も
く
も
く
涌
き
上
る
入
道
雲

　
　
水
．
面
を

　
　
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
つ
け
る
太
陽

　
　
う
れ
し
い
、
楽
し
い
夏
休
み

　
　
真
黒
に
日
焼
し
た
子
供
達
が

　
　
ブ
ー
ル
に
躍
動
す
る

　
　
歓
声
が
あ
が
る

　
　
セ
ミ
の
声
を
か
き
け
す

　
　
カ
ッ
パ
天
国

庫
支
出
金
三
十
九
万
四
千
円
、
こ
れ

は
林
業
構
造
改
善
事
業
推
進
事
務
費

九
万
三
千
円
、
米
生
産
調
整
現
地
確

認
事
務
委
託
費
、
三
十
力
一
千
円
、

県
支
出
金
百
十
二
万
八
干
円
、
こ
れ

は
へ
き
地
保
育
所
運
営
費
補
助
増
加

分
、
十
五
万
七
干
円
、
児
童
遊
園
地

施
設
補
助
増
分
、
二
万
五
千
円
、
稲

作
転
換
特
別
対
策
事
業
補
助
金
八
十

四
万
六
干
円
（
生
産
近
代
化
施
設
事

業
～
防
除
機
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
四

十
”
力
八
干
円
、
流
通
加
－
施
設
事
業

養
鯉
越
冬
池
一
基
三
十
．
力
円
、
転
作

集
団
化
促
進
事
業
十
三
．
力
八
千
円
ヤ

県
単
造
林
推
進
事
業
補
助
金
十
．
力
円

諸
収
人
．
自
二
十
．
力
四
千
円
、
こ
れ
は

中
里
村
児
童
舘
火
災
補
償
（
保
険
）

料
で
あ
る
、

　
歳
出
の
面
で
は
、
総
務
費
百
三
十

四
万
円
、
こ
れ
は
、
L
P
ガ
ス
格
納

施
設
費
、
倉
俣
駐
在
所
敷
地
整
地

費
、
庁
舎
前
舗
装
．
1
事
費
、
倉
俣
駐

在
所
敷
地
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
費
用
、
民

生
費
七
十
一
万
円
、
こ
れ
は
児
童
福

祉
総
務
費
二
十
七
万
三
千
円
、
児
童

福
祉
施
設
費
四
十
三
万
七
千
円
で
あ

る
農
林
水
産
業
費
、
二
百
六
十
六
万

円
こ
れ
は
農
業
振
興
費
五
十
二
万
八

干
円
、
林
業
構
造
改
善
費
百
九
十
八

ガ
ニ
千
円
（
上
山
ラ
イ
ス
、
セ
ン
タ

ー
村
費
補
助
）
林
業
振
興
費
、
十
五

万
円
、
商
工
費
五
万
円
、
土
木
費
五

百
二
十
七
万
九
千
円
、
こ
れ
は
、
村

道
小
出
温
泉
線
道
路
補
修
六
万
円
、

村
道
．
干
溝
、
荒
屋
線
道
路
補
修
六
十

万
円
、
村
道
如
来
寺
大
原
線
改
良
工

事
七
十
万
円
、
国
、
県
公
共
関
連
工

事
百
万
円
、
村
道
舗
装
生
コ
ン
百
二

十
一
万
七
千
円
、
国
鉄
下
水
渠
工
事

負
担
金
百
三
十
万
円
、
重
地
水
路
改

修
工
事
四
十
万
円
ほ
か
消
防
費
十
．
五

万
円
、
こ
れ
は
、
消
防
車
置
場
設
置

補
助
．
五
万
円
、
貯
水
池
役
場
前
分
増

十
万
円
で
あ
る
り

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　
　
　
　
村
民
運
動
会
（
八
月
二
＋
五
日
）

　
来
る
八
月
二
十
五
日
、
村
主
催
で

第
十
六
回
、
村
民
運
動
会
を
、
午
前

九
時
よ
り
田
沢
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
開
催
す
る
準
備
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
、
開
催
要
項
に
つ
い
て
は
、
各

部
落
代
表
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
で

決
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
、
だ

れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

も
の
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
、

　
村
民
運
動
会
は
、
全
村
民
が
、
一

堂
に
会
す
る
唯
一
の
行
事
で
す
の
で

一
人
で
も
多
く
参
加
く
だ
さ
る
よ
う

中
里
村

　
　
　
　
職
目
貝
募
集

　
中
里
村
で
は
、
次
に
よ
り
職
員
の

採
用
試
験
を
行
な
い
ま
す
、

L
募
集
人
員
　
　
若
．
干
名

乞
職
種
　
一
般
行
政
事
務
員

3
受
験
資
格

　
高
校
卒
業
以
上
の
学
刀
を
有
す
る

　
も
の
で
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

　
か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
者
（
在
学
中
の
も

　
の
書
む
）

お
願
い
致
し
ま
す
、

◇
チ
ー
ム
編
成

　
第
一
チ
ー
ム
貝
野
地
区

　
第
ニ
チ
ー
ム
　
倉
俣
地
区

　
第
三
チ
ー
ム
　
芋
沢
、
東
田
沢
、

　
　
　
田
沢
本
村
、
如
来
寺
、
豊
里

　
第
四
チ
ー
ム
　
小
原
、
桂
、
藤
．
原

　
　
　
上
山
、
田
中

　
第
五
チ
ー
ム
　
干
溝
、
荒
屋
、
山

　
　
　
崎
、
通
り
山
、
桔
梗
原
、
芋

　
　
　
州
噺
田

　
第
六
チ
ー
ム
　
高
道
山
地
区

　
　
　
　
　
　
清
津
峡
地
区

生
性
別
不
問

5。

試
験
方
法

・
第
一
次
試
験
（
筆
記
）

　
十
月
二
十
四
日
午
前
九
時
よ
り

　
場
所
　
長
岡
女
子
高
校

・
第
二
次
試
験
（
面
接
）

辮
中
里
村
役
場

　
十
一
月
下
旬
の
予
定

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
課
で
交
付
し

ま
す
、

6。

受
付
期
間

　
八
月
十
六
日
～
九
月
五
日
ま
で

詳
細
は
役
場
総
務
課
へ
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あ
な
た
の

愛
の
献
血
で
お
互
い
に

　
　
　
　
　
　
助
け
あ
い
ま
し
ょ
う

○
な
ぜ
献
血
が
必
．
要
な
の
か

　
交
通
事
故
や
手
術
な
ど
で
、
輸
血

を
す
ま
せ
た
後
に
、
輸
血
に
使
っ
た

血
液
が
も
と
で
、
血
清
肝
炎
と
言
う

恐
ろ
し
い
病
気
に
か
か
る
不
幸
な
事

例
が
多
く
発
生
し
大
き
な
社
会
間
題

に
な
り
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
、
輸
血
に
使
わ
れ
た
血
液

の
大
半
が
大
都
会
で
の
「
常
習
売
血

者
」
と
言
わ
れ
る
職
業
化
し
た
特
定

の
人
々
か
ら
の
売
血
に
よ
っ
て
賄
な

わ
れ
て
い
た
結
果
で
す
、

　
こ
の
よ
う
な
弊
害
を
取
り
除
く
た

め
に
、
売
血
自
粛
の
措
置
が
と
ら

れ
、
そ
の
た
め
、
従
来
の
よ
う
に
県

内
で
必
要
な
血
液
を
他
県
に
依
存
す

る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
、
県
内
の
血
液
は
県
内
で
確
保
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

　
元
来
、
血
液
は
「
生
き
た
人
間
の

身
体
の
一
部
」
で
す
、

　
血
液
を
お
金
の
た
め
に
売
買
す
る

こ
と
は
道
義
的
に
も
好
ま
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

　
こ
の
意
味
か
ら
県
民
一
人
一
人
が

お
互
に
助
け
A
口
う
こ
と
が
最
も
大
切

で
す
。

　
健
康
な
と
き
に
献
血
し
「
他
人
を

助
け
、
自
分
が
病
気
の
時
に
は
皆
さ

ん
の
献
血
で
助
け
て
戴
く
i
」
こ

れ
が
献
血
の
精
神
で
す

　
赤
十
字
で
は
“
県
民
の
生
命
は
県

民
の
献
血
で
守
ろ
う
々
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご

協
力
を
得
て
一
目
も
早
く
県
内
の
輸

血
必
要
量
を
愛
の
献
血
に
よ
り
一
〇

〇
％
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
努
力

を
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
、

O
新
潟
県
で
は
ど
の
位
輸
血
用

　
　
血
液
が
必
．
要
か

　
新
潟
県
で
は
一
年
間
に
、
約
六
〇

〇
〇
〇
本
の
血
液
が
使
わ
れ
ま
す
、

入
場
券
の
半
券
は

　
　
　
　
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
映
画
、
演
劇
、
演
芸
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
ま
た
は
、
催
し
物
を
開
催
す

る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
届

出
を
し
て
、
交
付
を
受
け
た
、
ま
た

は
、
承
認
を
受
け
た
入
場
券
を
使
用

し
、
開
催
場
所
へ
入
場
さ
せ
る
際
に

入
場
券
の
半
片
を
受
け
取
り
、
他
の

半
分
を
入
場
者
に
返
す
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
皆
さ
ん

が
入
場
の
際
に
入
場
券
の
半
券
を
受

け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
場
税
が

完
全
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
映
画
舘
等
へ
入
場
さ
れ
る

際
は
、
必
ず
入
場
券
の
半
片
を
受
け

取
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
約
七
〇
％
は
保
存
血
液

に
よ
る
輸
血
で
、
ほ
か
の
約
三
〇
％

は
新
鮮
血
に
よ
る
輸
血
（
患
者
の
親

族
、
知
人
等
か
ら
直
接
患
者
に
提
供

さ
れ
る
血
液
》
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
、

　
輸
血
用
の
血
液
は
特
殊
な
場
合
を

除
い
て
は
、
安
全
で
、
便
利
な
保
存

血
液
を
用
い
る
の
が
医
学
の
常
識
で

す
し
、
ま
た
保
存
血
液
は
、
す
べ
て

献
血
に
よ
る
質
の
よ
い
も
の
で
十
分

ま
に
合
せ
る
の
が
最
良
で
す
．

　
さ
て
、
本
県
で
必
．
要
な
六
〇
、
○

○
○
本
の
輸
血
用
血
液
を
県
民
の
献

血
に
よ
っ
て
賄
う
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
は
、
健
康
な
人
が
一
世
帯
で
、

一
人
、
一
年
に
一
回
ず
つ
献
血
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
十
分
ま
に
あ
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
．

．
○
ど
ん
な
人
が
献
血
で
き
る
か

　
満
十
六
才
以
上
、
満
六
十
才
未
満

の
健
康
な
方
な
ら
男
女
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
献
血
で
き
ま
す
、

評
昭
和
四
＋
六
年

主
旧
鞘
度
個
人
嚢
税
第

舶
罷
簿
麟

撒
留
は
、
八
月
三
＋
一

搬
＋
日
欝
撃

㌫
は
・
当
艶
難
罵

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
実
際
に
採
血
す
る
場
合
に
は

　
採
血
前
に
医
師
が
健
康
診
断
を
し

無
理
な
採
血
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

○
献
血
で
き
な
い
人
は
ど
ん
な

　
　
　
方
た
ち
で
し
ょ
う
か

L
血
液
の
比
重
が
一
、
〇
五
二
未
満

　
の
方

乞
過
去
一
ケ
月
以
内
に
供
血
さ
れ
た

　
方

翫
満
十
六
才
未
満
の
方
、
満
六
十
五

才
以
上
の
方

生
過
去
六
ケ
月
以
内
に
妊
娠
し
て
い

　
た
方
、
或
い
は
現
在
妊
娠
し
て
い

　
る
方

翫
体
重
が
男
子
四
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

　
女
子
四
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
方

色
最
高
血
．
圧
が
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（

　
水
銀
圧
）
以
下
の
方

牝
有
熱
者
、
そ
の
他
健
康
状
態
の
悪

　
い
方

絃
黄
疽
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

村
民
生
活
に

　
　
　
　
役
立
つ

　
　
簡
易
保
険
融
資

村
民
の
み
な
さ
ん
の
簡
易
保
険
が

公
共
事
業
や
公
共
施
設
の
た
め
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
Q

　
中
里
村
へ
は
さ
き
に
義
務
教
育
資

金
（
七
月
号
「
な
か
さ
と
」
に
揚
載

さ
れ
た
倉
俣
小
、
清
津
峡
土
倉
分
校

整
備
事
業
費
）
二
一
、
二
〇
〇
千
円

が
融
通
さ
れ
ま
し
た
。

　
簡
易
保
険
は
み
な
さ
ん
の
暮
し
を

守
る
ほ
か
、
中
里
村
の
施
設
充
実
の

た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す

軌
健
康
診
断
の
結
果
、
或
い
は
本
人

　
の
申
し
出
に
よ
り
採
血
を
し
て
悪

　
化
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
循
環
系
疾

　
患
、
血
液
疾
患
そ
の
他
の
疾
患
に

　
か
か
っ
て
い
る
方

　
採
血
は
、
日
本
で
は
一
人
一
回
二

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
、
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
採
血

し
て
も
、
普
通
、
健
康
体
で
あ
れ
ば

全
然
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

　
赤
血
球
の
量
は
四
～
五
週
間
目
に

は
前
よ
り
も
か
え
っ
て
ふ
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
、

※
　
中
里
村
で
の
献
血
日
は
、
左
記

　
の
目
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
、

　
八
月
二
十
目
、
九
月
七
日

　
十
一
月
二
十
四
日

皆
な
そ
ろ
っ
て
献
血
し
ま
し
ょ
う

税
務
署
機
構
改
革
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
十
日
町
－
税
務
署

　
七
月
か
ら
十
日
町
税
務
署
の
機
構

が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
と
変
わ
っ
た
お
も
な
点
は

◎
直
税
課
と
間
税
課
の
課
制
が
な
く

な
り
、
　
「
課
」
の
か
わ
り
に
「
部
門

」
と
い
ラ
名
称
に
な
り
、
　
「
課
長
」

に
か
わ
っ
て
「
統
括
国
税
調
査
官
」

がおか

れ
て
い
ま
す
。

◎
調
査
部
門
の
中
の
担
当
事
務
は
、

お
し
ら
せ

　
新
潟
県
男
子
警
塞
目
の
募
集

　
警
察
官
（
A
）
二
十
名
（
大
学
卒
）

　
　
〃
　
（
B
）
六
十
名
（
高
校
卒
）

　
受
付
期
間
八
月
二
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
、
希
望
者
は
、
最
寄
り
の

駐
在
所
に
問
合
せ
下
さ
い
。

直
税
担
当
、
間
税
担
当
な
ど
と
表
示

し
て
ま
す
。

　
税
務
署
の
機
構
が
こ
の
よ
う
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
税
務
の
仕
事

を
い
っ
そ
う
能
率
の
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
、
全
国
的
に
税
務
署
の
機
構

を
改
め
た
こ
と
に
と
も
な
う
も
の
で

す
。
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昭
和
四
十
六
年
度

新
潟
県
芸
術
祭
文
芸
部
門

　
昭
和
四
十
六
年
度
芸
術
祭
文
芸
部

門
の
文
芸
作
品
を
広
く
、
県
民
一
般

か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
趣
旨
は
、
県
民
の
創
作
意
欲

を
高
め
文
芸
の
振
興
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
作
品
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

◇
　
種
目
、
制
限
、
応
募
資
格

　
・
小
説
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五

　
　
　
　
　
＋
枚
以
内

　
・
詩
　
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四

　
　
　
　
　
枚
以
内

　
・
短
歌
　
一
人
五
首
を
一
編
（
つ

　
　
　
　
　
な
が
り
が
な
く
と
も
よ

　
　
　
　
　
い
）
と
し
て
審
査
す
る 童作

　

葛品・
川
柳

募
・
集

一
人
五
句
を
一
編
（
つ

な
が
り
が
な
く
と
も
よ

い
）
と
し
て
審
査
す
る

一
人
五
句
を
一
編
（
つ

な
が
り
が
な
く
と
も
よ

い
）
と
し
て
審
査
す
る

　
・
課
題
「
芝
生
」

　
県
内
在
住
者
は
だ
れ
で
も
応
募
で

　
き
ま
す
。
（
小
、
中
学
生
を
除
く
）

◇
　
応
募
上
の
注
意
、
締
切
、
あ
て

　
先
　
　
応
募
原
稿
は
、
四
百
字
詰
原
稿

　
用
紙
に
イ
ン
ク
書
と
し
、
楷
書
で

　
は
っ
き
り
書
き
、
新
か
な
づ
か
い

　
を
使
用
し
、
冒
頭
“
応
募
種
目
、

県婦人バレーボール大会で

　中里村チ・一ムに努力賞

　
去
る
八
月
三
日
、

長
岡
市
で
行
な
わ
れ

た
、
県
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
親
善
大
会
に

初
め
て
、
中
里
村
婦

人
会
の
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
愛
好
者
＋
一
名
が

参
加
し
た
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
ず
、
善
戦
む

な
し
く
、
与
板
戦
、

長
岡
四
郎
丸
戦
、
と

も
に
上
級
チ
ー
ム
に

対
戦
し
、
二
敗
地
に
ま
み
れ
た
。

　
会
場
で
の
練
習
を
見
て
い
る
と
、

■
中
里
チ
ー
ム
も
、
他
の
チ
ー
ム
と
は

そ
う
大
差
が
あ
．
る
と
は
思
わ
れ
な
か

っ
た
が
、
練
習
不
足
と
試
合
経
験
の

無
さ
が
、
大
会
の
フ
ン
イ
キ
に
飲
ま

れ
て
し
ま
い
必
要
以
上
に
選
手
は
堅

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
初
参
加
で
の
善
戦
し
た
努
力
が
、

見
と
め
ら
れ
、
．
努
力
賞
を
受
け
た
。

，
こ
れ
を
機
会
に
、
次
回
へ
の
躍
進
と

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
、
増
々
盛
か

ん
に
な
る
よ
う
、
学
校
開
放
日
を
利

用
し
て
大
い
に
練
習
し
て
、
体
力
、
、
つ

く
り
と
、
明
る
い
家
庭
、
、
つ
く
り
に
寄

与
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

住所、

氏
名
（
な
ら
び
ペ
ン
ネ
ー

ム
）
職
業
、
年
令
を
明
記
す
る
こ

と
。
な
お
、
小
説
は
．
梗
概
（
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
）
を
つ

け
、
右
と
じ
と
す
る
こ
と
。
　
（
既

発
表
作
品
も
原
稿
用
紙
使
用
の
こ

と
）
　
応
募
締
切
り
は
昭
和
四
十
六
年

十
月
十
五
日
と
す
る
。

　
あ
て
先
は
「
〒
九
五
一
、
新
潟

市
一
番
堀
通
り
、
県
庁
第
二
分
館

内
新
潟
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
」
と
し
、
封
筒
表
面
に
「
県
芸

術
祭
文
芸
作
品
応
募
原
稿
」
と
朱

書
す
る
こ
と
。

・
　
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。

・
　
応
募
は
一
種
目
に
つ
き
一
編
に

　
限
る
。
た
だ
し
、
一
人
二
種
目
以

　
内
と
す
る
。

・
　
応
募
作
品
は
、
未
発
表
作
品
を

　
原
則
と
す
る
が
、
昭
和
四
十
五
年

　
十
月
以
降
の
既
発
表
作
品
で
も
よ

　
い
。
　
（
そ
の
際
は
○
月
○
誌
に
発

　
表
と
記
入
の
こ
と
）
た
だ
し
、
ほ

　
か
で
受
賞
し
た
作
品
は
除
く
。

◇
そ
の
他

．
　
入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
受
賞

　
の
日
か
ら
一
ケ
年
間
新
潟
県
教
育

　
委
員
会
に
所
属
す
る
も
の
と
す
る

．
・
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
教

育
委
員
A
垂
本
教
育
課
（
T
E
L

二
八
局
六
一
二
番
内
線
三
二
二

～
三
二
五
）
に
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

郵
便
番
・
万
は

　
　
　
　
正
し
く
は
っ
き
り
と

　
郵
便
書
万
を
正
し
く
は
っ
き
り
と

書
け
ば
、
あ
て
名
の
「
都
道
府
県
名

」
が
省
略
で
き
ま
す
。

　
郵
便
番
号
を
せ
っ
か
く
記
入
し
て

も
、
番
号
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
り
、

不
明
り
ょ
う
だ
っ
た
り
す
る
と
別
の

配
達
局
へ
送
ら
れ
て
し
ま
い
、
郵
便

が
遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
郵
便
番
号
を
書
く
と
き
は
、
う
ろ

お
ぼ
え
で
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

第16回郡市剣道大会
　一般、小学生の部優勝
　　　個人戦で藤田君優勝

去
る
七
月
一
一
＋

五
日
川
．
西
町
中
学

校
で
行
な
わ
れ

た
、
第
十
六
回
郡

市
剣
道
大
会
で
、

一
般
、
小
学
生
が

五
ハ
に
団
体
優
勝
し

た
。
と
く
に
田
沢

小
学
校
は
、
二
年

連
続
優
勝
し
、
ま

た
二
位
、
三
位
と

上
位
を
独
占
し
、

個
人
戦
小
学
生
の

部
で
も
藤
田
幸
久

君
憲
勝
し
ま
し

た
。
特
に
田
沢
小
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
輝
や
か
し
い
、
栄
光
の
か
げ

に
は
、
指
導
者
の
先
生
方
を
は
じ
め

各
自
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
る
も

の
と
、
賞
賛
い
た
し
ま
す
．

先
方
か
ら
の
手
紙
や
名
刺
、
ま
た
は

住所録、

郵
便
番
号
簿
な
ど
を
見
て

正
し
く
は
っ
き
り
と
記
入
し
ま
し
ょ

》
つ
。

　
ま
た
、
郵
便
を
出
す
と
き
に
は
、

自
分
の
住
所
の
郵
便
番
骨
も
忘
れ
ず

に
書
き
ま
し
ょ
う
。
郵
便
物
に
差
し

　
　
　
新
刊
図
圭

　
今
月
新
し
く
購
入
い
た
し
ま
し
た

ξ
．
．
●
ξ
茎
ξ
蕊
一
｛
一
ξ
・
ξ
o
驚
三
一
～
一
｛
．
ξ
・
．
．
デ
曝
一
孝
9
．
“
ぎ
．
．
呂
一
一
一
一
．
．
．
．
．
ξ
．

新
刊
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

・
銀
座
立
志
伝

　
　
　
　
著
者
　
源
氏
鶏
太

・
天
上
天
下

　
　
　
著
者

・
若
い
仲
間

　
　
　
著
者

・
地
下
銀
行

　
　
　
著
者

・
続
、
氷
占
｛

　
　
　
著
者

・
繭
子
ひ
と
り
出

　
　
　
著
者

・
こ
の
道
を
行
く

源
氏
鶏
太

源
氏
鶏
太

邦
光
史
郎

三
浦
綾
子

三
浦
哲
郎

出
し
人
の
郵
便
番
号
が
記
入
し
て
あ

る
と
、
返
信
の
際
、
た
い
へ
ん
便
利

で
す
。

※
　
九
月
か
ら
十
月
に
か
廿
て
新
ら

　
し
て
郵
便
番
号
簿
を
、
全
ご
家
庭

　
に
配
布
す
る
よ
う
局
で
準
備
を
進

　
め
て
い
ま
す
。
最
近
転
居
し
た
か

　
た
、
こ
れ
か
ら
転
居
す
る
か
た

　
は
、
必
ず
郵
便
局
へ
転
居
届
を
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。
転
居
届
を
出
し

　
て
な
い
と
郵
便
番
号
簿
を
配
布
で

き
ま
せ
ん
。

目
紹
介

　
　
　
　
著
者
　
．
福
原
麟
太
郎

・
夕
陽
ガ
丘
三
号
舘

　
　
　
　
著
者
　
　
有
吉
佐
和
子

・
騒
動
師
た
ち

　
　
　
　
著
者
　
野
坂
昭
如

・
人
斬
り
半
次
郎

　
　
　
　
（
幕
末
編
、
賊
将
編
）

　
　
　
　
著
者
　
　
池
波
正
太
郎

　
ほ
か
に
、
百
科
辞
典
、
植
物
図

鑑
、
く
ら
し
の
図
鑑
な
ど
参
考
書
も

あ
り
ま
す
。
お
子
様
の
夏
休
み
の
学

習
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
な
お
、
日
曜
、
祭
日
を
の
ぞ
い
た

毎
日
開
舘
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

へ
き
地
診
療
の
負
担
金
を
寄
附

　
　
　
上
村
病
院
理
事
長
さ
ん
が

　
こ
の
ほ
ど
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

上
村
病
院
（
理
事
長
上
村
賢
造
氏
）

よ
り
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
し
て
ほ

し
い
と
、
十
一
万
八
千
九
十
七
円
の

．
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
貝
野
地
区
の
へ
き
地
診
～

療
の
負
担
金
の
一
部
を
寄
附
し
て
下

さ
っ
た
も
の
で
す
。


